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ABSTRACT 
  This report is related to the efforts of the physical education class in 2020.Due to the influence of the 
novel coronavirus (covid-19) ,various changes were required in physical education subjects as well. In the 
physical education class, in order to carry it out safely, (1) disinfect the hands and fingers before and after 
the class, (2) avoid crowds, (3) not share equipment as much as possible, and (4) avoid content that puts a 
heavy load on breathing.It is necessary to reconsider the importance of practicing education while ensuring 
safety.    
 
























   
令和  2 年 12 月 7 日 受付 
 
†   八戸工業大学 基礎教育研究センター 
†† 八戸工業大学非常勤講師 新潟大学大学院博士後期課程 
 
八戸工業大学紀要 第 40巻 
- 230 - 
3. 体育科目の日程と内容    
 3.1 例年の講義 
 例年の体育実技授業では、第 1回目の授業でガ
イダンスを実施し、第 2回から 4回目に新体力テ







































































 回答の結果、A：56.4 % (123名) 、B：32.1 % (70
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結果、総回答者数200名のうち、1：0 % (0名) 、
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要 旨 
2020 年度は新型コロナウイルスの影響で、体育科目においても、様々な変更が必要となった。
体育実技授業では、安全に実施するために、①授業前後の手指の消毒、②三密を避けた実施、
③可能な限り用具を共有しない、④呼吸が大きく乱れるような負荷のかかる内容は避けるを基
本的な考え方とし、実践した。授業後のアンケートでは、多くの学生は安心して授業を受ける
ことができたと感じていた。今回のようなコロナ禍に限らず安全性を確保しながら、教育を実
践していくことの重要性を改めて考える必要がある。 
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